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1。緒 冒口

　乳児の熱量及び蛋白質必要量に関する研究は内外を問

わず非常に多い1レ。ただ研究対象が乳児であるための研

究条件の制約が多く、又従来の研究の多くは健康児とは

言い乍ら一般家庭の乳児にくらべて発育発達のかなり劣

る施設児を対象として行われており、得られた結果を発

育のすぐれた、活力に富む乳児に利用す為場合に一考の

必要があるように思われる。殊に我国の乳児の体位は近

年急速に改まりつつあり、従来の栄養所要量箕出の基礎

になった研究資料をこれらの乳児にそのまま適用するこ

との可否は充分検討されなければならない。既に蛋白質

必要髭については再検討の気運が高まり2レその影響は腎

に対する溶質荷負の問題とも結びついて3）育児用乳の稀

釈度斜にまで及んだ。その後の研究で胃溶質としての

蛋白質の意義については一応、解明された形になってい

るが617，、尚必要最については、多数の問題が残されて

いる。

　今回は日本の中堅屠に属する身心共に健康な両親から

生れ，出生後正常な発育発達をとげた乳児19例の生後1

か月から10か月までの遂日栄養摂取量とその聞における

発育とを観察し，熱盈及び蛋白質必要量の観点から興味

深い問題に蓬着したので報告する。この抄録は既に本研

究所昭和40年度研究業績抄録集8， に発表した。

　　　　　　　　　　　　　　　一

2，研　究　方法

　①　研究対象児

　対象は愛育病院で生れ、生後1か月前後で同病院哺育

室に移り、11か月前後まで哺育された乳児19名（男9、

女10で、出生時体重は（第1表）4，3009の1例を除いて

他は、2，8009～3，7209、その後退室まで軽度の発熱、

風邪、．便のゆるみ以外特別の病気をせず、一応健康に経

一過したもののみである。

　②　栄養法及び栄養価計算法

　対象児の出生直後の栄養法は第1表のように人工栄養

1例、混合栄養7例、母乳栄養11例、但し、母乳栄養の

期間は乳児によって異り7～37日間でその後は何れも人

第1表　対象児の出生体重及び哺育室入室までみ

　　栄養法
Table工，　Birth　weight＆nursing　method

男

II

女 ｝

氏名 1峯鵠1嚇難劉 氏名 峯鵠1懸蕪ま、

A　i 2，800 混　　合 K　t 3，040 母乳正4日

Ym 3，370 母乳7日 oy 3，200 母乳30日

Y9 3，020 混　　合 Wn 3，030 母乳7日 ｝

I　u 2，900 母乳30日 Dh 2，920 母乳30日

Kn 3，400 母乳18日 Ty
3」30 母乳14日

I　t 3，550 母乳16日 Mm 3，360 人　　工

Y　S 3，270 混　　合 T　t 3，380 母乳30日

Om 2，840 混　　合 Md 2，680 母乳u日

Z　n
3p720 混　　合 I　z 2，950 混　　合

Td 4，300 混　　合

工栄養に移行している。生後1か月前後で哺育室に移管

され・その後は凡て人工栄養となり・生後5か月で離乳．

開始、 10か月でほぱ完了し幼児準備食に入った。

　人工栄養で用いられた乳は主として全脂粉乳である・

が、生後4か月までめ1時期、13例の乳児は試験乳ソフ

トF工誘る鴨ソラ ト瓢力1与えられた・各月令で臆1

㌧｛られた乳の濃度及びその栄養価は第2表に示す通り・

で、4か月までは、全脂粉乳の場合100m1当り、熱量63こ

～78εa1、蛋白質2．1～2．79、脂肪2．1～2．59、実験乳

の場合はそれぞれ70㌣85ca1、2．1～2．49、2，7～3，29

が用いられた。生後半月ないし1か月から、総合ビタミ

ン、肝油、B鉄が、乳のほかに与えられた。

　5か月以後は離乳食が与えられるようになり、乳は次：

第に減量された。各月令において供給された離乳食ゆ・

種類及び量は第3表に示す通りで、かゆ類としては米恭

ゆ、うどん、パソなど、やさい類は各季節の野菜果実が三

広範囲に、蛋白質食品としては卵・魚・肉・豆類などが；

これも広範囲に用いられた。　　　　　　　　　　　1

　全離乳期をとおして1つの献立表が用いられたが、月…

令5、6か月では朝食のみ、7、8か月では朝食と夕食｛一、

9か月以後は朝昼夕の3回の離乳食が与えられた。従へ
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第2表各月令で用いられた乳の種類及び濃度
ITable　2，　Milk　formula　used

　a．ミルクの種類と濃度（％）

　　丁虹ekindandconcentrationofeachpowderdedmilk

月令（ヵ月） 1 2 3 4 516 7 81g 10 11

　　8
養糖　7

8　　7

一 一 一 一 一 一 一 一 一

　8
とう　5
くふん1

8　　5

　1
一 一 ｝ 一 一 一 一 一 一

　8
とう　5
くふん2

8　　5

　2

8　　5

　2

8　5

2 一 一 一 一 一 一 一

一
　星o

とう　5
くふん3

10

　～

　3

LO
5　3

一 一 一 一 一 一 一

一
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一
　夏2

とう　5
くふん2

！2

5　2

L2

5　2

i2
5　2

一 一 一

一
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一 一 一 一
　皇2

とう5

12

5
皇2

5 一

一
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一 一 一 一 一 一
　12

とう3

正2

3

ソフトF工 皇5 15 皇5 生5
一　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一 門 一
一　　　　　　　　　　　　　　　　　一

全

脂

粉

乳

　　8
滋養糖　7

　　8
さとう　5
こくふん1
　　8
さとう　5
こくふん2

8

8

8

7

5
1

5
2

　星o
さとう　5
こくふん3

8

10

5
2

8

LO

5
2

5
3

　夏2
さとう　5
こくふん2

！2

5
2

L2

5
2

i2

　皇2
さとう

5
2

5
皇2

5

　12
さとう3

正2

3

　夏4　　　　　皇4
ネオメール
　　　　2　　　　　　2

L4

2

ソフトF■
　　　15
一ネオメール
　　　　2．2

15 且5

2．2　　2，2

　　　16
■一 オメーノレ

　　　　2．2

皇6

2．2

b．ミルクの栄養価（100m1中）
　NUtritive　value　in100ml　of　each　milk　form喚ぬ

濃　　　　　　度 熱 量
cal

，
蛋白質9 ’脂 肪 9

8％滋養糖7％ 67 2．1 2．1

8％ さとう5％　こくふん夏％ 63
2．2 2．1

8％ さとう5％　こくふん2％ 66
2．2 2．1

全 脂 粉　乳 lO％ さとう5％　こくふん3％ 78
2．7 2．5

i2％ さとう　5％　　こくふん　2％ 85 3．2 3．2

12％ さとう5％ 78
3．1 3．2

12％ さとう3％ 71
3．1 3．2

ソ フ ト　F　工 15％ 70 2．1 ．2．7

｝　 r

皇4％ ネオメール2％ 74 2．1 2．8
t

ソ フ ト　F　五 皇5％ ネオメール2．2％ 80 2．2 3．0

16％ ネオメール2，2％ 85
2㌔4 3．2
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第3表離乳食として与えられた食品の種類及び量
Table3．　The　kind＆amount　of　foods　added　as　the　solid　foods．

Nα 枷1恥21漁3 恥41漁51漁6 No．7 Nα8i漁9
継　　続　　期　　閻 3週13週i3週 3週13副3週 3過 2週12週

相　　当　月　令 5力川6ヵ月1 7ヵ月1勧川 9ヵ　月 11・ヵ月

離乳食

かゆ類（9） かゆ　10 かゆ　30かゆIOO かゆ140 かゆ200 かゆ3QQ 硬かゆ．♀正o

硬かゆ200パ　　ン　40

魏芸1）

硬かゆ200バ　　ソ　40

糞zl）

やさい類（9） 10 15 30 50 70 100　’ 150 主50
L50

卵・魚・肉・豆
蛋由質として9）

Q．8 1．3 2．6 4．0 6．0 8．0 12．0 12．0 23．0

乳　　　　　（ml） goo goo 860 800 740 660
5正O

400 400

て朝食は凡てかゆ状に、夕食や昼食は粗つぶし状に調理

，された。

　残乳、残食は毎回記録され、熱量、蛋白質、脂質の摂

こ取量が毎日算出された。

　③身体測定及び発育発達の記録

　体重は1週に1回、全身測定（体重、身長、胸囲、頭1

翻）は隔週ごとに午前10時め授乳後に測是。生歯、各種

K2

11

10

s

8

7

6

　5
・体

重4

3

㌶

7

ケ

男

4

7ノ
ノ

！

！

ノ

ノ

　κα比

∂力屏

ノ

図1体Fig1，

ノ

運動機能の発達は保育担当者によって注意深く記録され

た。

3．研究成績及ぴ考案

①　身体発育発達及び健康状態

対象児の身長及び体重発育は図1、2の通りで何れも

順調な増加を示した。Kaup指数も5か月に2L7及び

燭

重　　発　　育
Body　weight　curve

Y“，
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Yg

箆

　　　ヂ　”工鼻
　ノ
ノノ 　zη

指数
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一一一一一 象児平均
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ノ
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13，7を示した2例を除けば、各児とも全期間を通じて大

体15～20で均整のとれた発育とい・うことができよう。身

心の機能は全例において正常に発達し、健康状態は第4

表のようで軽度の発熱、嘔吐、異常便には時に罹患して

いるが、食來を変更するにぱいたっておらず、重症の疾

患ぱ全くみられなかった。

　②総熱量摂取量

　月令別の総摂取熟量は図3のようで個体差が極めて大

きぐ、文各児が必ずしも月令と共にスムーズな増加を示

さない審が特歓的である。 全体の平均値でみると 1か月．

から・3か月ま・では男児は660ca1前後、女児640ca1前後で

熱量摂取は殆ど増加しないが、その後は男児が6．か月時

に一時的な増加の渋滞を添した以外は男女と宙工0か丹ま

で順調な増加を示し、10か月の摂取猛は男児は920cal、

女児は890ca1に達した。F　A　O勧告の体重1㎏当1り必要

量と厚生省発育値 （1961年）とを組合ぜた基準値ともい

うべきものと比較すると1か月では凡ての乳児がこれを

凌駕し、2か月でほぼ一致、3か月以後は基準侮を上ま

わるものはむしろ例外になる。試みに本対象の平均体重

とFAO値とを組合せる と、実際摂取置との差ば増々大

きく．なる。 それにして．も第5表のように摂取量の最小値

と最犬値1との間には常に約20σca1の開ぎがある。もじ所

第5表熱量摂取髭（ca1）
Table5．Total　calorie　intake　ll　Averagβma又imum曝ndr　minimuml（ga1）」『

月　　　　令 L 2 3 4 5 6 7 8 9 1Q

男

平　　　均

　　　大

　　　小

661

56

67

677

66

82

656

08

61

708

37

74

767

64

73

761

40

98

797

63

37

833

75

55

　897
023，　82L

　　924

　9831

　883

女、

．平　　　均

最　　　大

最　　　小

632

78

70

631

73

33

648

42

74

671

782

87

732

82

83

755

23

01

779

43

58

827

83

15

　　872

　945㌧　　759

　　893

　98寧’一

噸．911一
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要量が乳児の大都分の必要を満たすという意味をもつも

のであれば生後1か月及び2か月のFAO値は本対象児

にとってはかなりひくい値である。また児の現在体巫を

基準にして考えると5か月から9か月までのFAO値は

むしろ高すぎる値となる。女児の平均は男児の平均値よ

り各月令とも常に20～30ca1低い価を示した。

　③体重1㎏当り摂取熱量

　体重1㎏当 り摂取熱最を月令別分布でみると第6表の

ようで生後1か月が最も分布璽橘がひろく、3か月が最

もせまい。1か月は全て100ca1代であるが、2か月には

90ca1代が・4ウ・月には80ca1代抵’3》月には1例であ

るが70ca夏代槻れた・これ顧何級乳服々め1月
間の平均値で泌から・かなり の坤 剛 謡賄し得
ることになる・全乳励平馳鱗壁r乱か月即13・
calをこえるが・2胡・13ca1・3が導ligぎc畦急速に

減り、その後は多少の増減を示すが工0か舟まで9φcaL代

に止つ為・即ち1か月だけはFAO値を約1σcal鎗わ

るがそり後は常に10ca夏以上下まわり、これはドィツで

発表されている基準値に近い9》。1

　④総蛋白質摂取量

各励胎灘蛋韻摂嘘姻曝聯，サ表に示

第4集

図4 体璽1㎏当り熱量摂取撮
Fまぎ4．　Average　calorie　intake　per1㎏of

　　　body　weight

鯉
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第6表　体重工kg当り熱量摂取盈の分布（人数〉
Ta

le6・F「equencydistr瓦buti・呼 。fca1・rieinねkeperlkg。fb・dyweight

2 3 4 5 6 7 8 9 ㌧1q、

艮40以上・

i30　～　i401

．：120　桓　130

ヌ1q～・12Q

100～110
　90～

100

　80 雪　9Q

、70～　80
　

ゴ1、　

5
4
6
3
1

、3

9、

6

艮

11

8

1

7
9
2

7
n
L

1

4

u
3

6
6
7

4

9
5
1

1
3

10

5

2

4
8
5．

平均c瞬1 132
U3・ ．10皇『、 92 198，

961
92 1 93 1 95 ．96

第7表　蛋白質摂取量（9）

Table7・T。惚1pr・teini漁kelaveragemaximumandmi血imumT（9）

月 3 4 5 6 7 8 9 io

一

　　平
男　　最

　　最

均20．020，620．6
大　22．1　24．6　23．1

小　17，0　i8．9　艮8，3

22．8

25，1

19．正

27，9　　　　28．2　　　　30．2　　　　3L．6

31。8　　 3i．2　　 34，6　　 33．5

24，3　　 2正．6　　 23．4　　 29．2

35，2　　　　36．0

39．8　　　38．li

3正．夏 　33．6

　　平
女　　最

　　最

均ig．519．219．5
大　　 23．4　　　2！．7　　　23．2

ノ』、　　 16．2　　　15．1　　　15．9

20．7

24．O
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図5　総摂取蛋白質
F玉g　5．　TotaI　protein　intake
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月令 捻　1

す。各月令ではほぼ一定濃度の乳が与えられている1こ拘

らず、かなりの個体差を示し、最小と最大との聞に5～

109の開きがみられるσ熱翫同様、生後4ヵ月までは殆

ど摂取透が増加しないが5か月以後は乳処方が全乳濃度

にな、り、また離乳食からの蛋白質が入るので蛋白質摂取

壷は急増する。我国で従来用いられてきている乳児の体

重1kg当り蛋白質必騨3＝75琴 き乳児の体醗薩準
とを組合せ蝉出された肺別蛋韻瀕慰ま図中・ 太

峡勧勘で1朔で畷児の螂分の郷量は男女
とも必要量を上まわり、2か月になると男児め摂取量は

必要量を中心に分布する糖女児では必要量以下のもの

が多くなり・3・4か月では大部分が必要量を下まわる』

ようになった。それ以後は摂取量の急増のため私 次第に

基準量を上まわるものが多くなり11か月ま述にほ女児の

1例を残して全部揮基準値を凌駕した。

　⑤　　体重1kg当り蛋白質摂取量

　体重1㎏当り蛋白質摂取量は第8表の通りで、生後

1か月で嫡4，09以上のものが半数以上鳶占や、4例を

除き全部が3．qg以上を摂取して吟る。 そめ後、総蛋白

質摂取量は変らないが体重発育と共に体重；kぎ当 りの

摂騒臆速臓じ2か月零は3・0ん4・0初間！㍉13・、

4か月では主として2．5～3、59の間に分布を示；ずタラ琴

』第8表　体重工k窪当り蛋白質摂取量の分布（人数）

・Table8』F士eqdencydistribヒti・n・fpr・tefuinねkeづerlkg・fb・dアweight

Pr。tein／㎏月令い 2 3　． 4 5 6 7 8 9 10

　　4．5　以上

、4．O～4．5

　3、、5～』4、0　

　、 3． 9～3・5
　2，5～3，01　　2．0～2，5

4771

皇2
388

46、9

　夏

里3

27

10

2
512

3
511

　　1

　　4
　

9　　5

4

！0．

、平均恥o㌻ein／㎏ 4P：亙 3、昼 、3．重 3，L 3．6 3．5 　　3．5 ．5． 3．7 二漣～3．7F
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図6　体重1㎏当り蛋白質摂取量
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なる。離乳開始後は多少増加して、再び3．0～4．09に高

分布を示すが 4．09以上の摂取例も再び出現する。平均

値でみると図5のように1か月には、わが国の現在の所

要量基準3・89を上まわるがその後は9～10か月に至る

まで所要量に達しない。

　1965年のFAOIWHO共同専門委員会21では乳児の

蛋自質必要量として人乳、牛乳を問わず0～3か月では

体軍丸㎏当ごり2．亀9、　3～6カ》月1，89、　6～9カ、月1．5

9、隻712か月、乱蹄乏勧告しているが生後数が月後、乳

以外の食物から⑳輩自質が入ってくる場合にっいては触

れていない。乳児期以外の場合に採用された蜀白価によ

る補正の方法をこの場合にも採用すべきかにっいて早急

に検討されるべきであると思う・軌操取蛋白質のEIT値；

及びA／E値1蛋白価についてゆ検討嫉今後にゆずりた

いo

　⑥脂質摂取量

　総脂質及び体重1kg当り脂質擾取量は第9衷の通り閣

で、前者は月令と共に増加、後者は僅かながら減少傾向1

を、た 蔓つた9

第9表総脂質及び体重1kg当り脂質摂取量
Table96Fat　intake　in　tQtal　and　per　kUogram　of　body　weight

鋤晦鰹カ月）い12　31引 51 61 7181g 10

・灘馴駕1圖訓鷲1 矧訓駕降陛 2乳0
．Q

女1灘糊擁／矧駕訓27．4
．7

2758

3．5
鴛1鷲1劉 28．9　

3．1

1

　⑦．熱量及び牽白質撰取璋と体重肇育との関係

　総摂取無母及ぴ総軍白塚摂取1逃嫉斉尼により、又各丹

叙，より 蝋り蝉腰蹴郵だ醗慨 レて灘乳
㊨ゆ遥まる3、4か月ま』で獄殆ξ増舞せず、ぞの俵熱母

は10～11か月まで、蛋白質は9か月まで急速な上昇を示

し、蛋自質は10～11か月で再び上昇が渋滞ぎみになる。

この間の体重発育は極めて順調であ，るが個別に観察すう、

どその車にも、 ④基準値をわずかなが ら下まわるもの

⑧基準値をわずかに上まわるもの　◎基準値を上まわる

もの◎基準値を著 しく上まわるものの4つの段階が区

別できるのでも対象児を体重発育の点から上の4群に分

け、その熱歪及び蛋白摂取との関係について検討を試み

た。1・

　㈹体篁発育が基準値を僅かながら下まわるものは男

泥にβ例｝女児鱒1例みら 診｝ その肇育カーブは図7の

中、中央に実線で示されている。出生児体重は2．6809

～3，4009で全対象児の中では多少鱈い方に属する。

　1日平均体重増御量はかな．り不規則で女児M　dにぱ多・

少、、乳児期の初期ほξ発育最の多い傾向がみられる が、

他妹猶ずしもこの原則に律わなy・g』串生璋後g栄養法テ

は、母乳2例（工1、18日）、混合2例であった。

　総摂取熱量（図7下段）は1か月だけは所要最を輩た・

」｝，あるいはぞれを多少上ま ってい逐参その肇は傘期間7

を通 じて基準量との間に50～200ca1 の開きがみられ、全：、

体的にみるとき摂取量は月令と共に増加しているが、ぞ

の増加は極めて不規則である。

　蛋白摂取量（図7下から2段目） は『
例においては1．

か月目から所要量に達せず、その倹は全例が9、10か月て

に至るまで所要量に達しない。基準量との開きはOm、

Mdに79前後に達する一時期がみられたが、他は大体：・

2～3琴であ拳ことが多ヤ、・。．．

体露1㎏当りの摂取量（図7上2段） は蛋白質、熱置

『9先一
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　　　　　　　　　　　　図7　発育と摂取熱量及び蛋白質との関係
　　F玉g7．　The　relationship　o壬the　weight　gro、vth　with　the　calorie　and　prQtein　intake

　　　　　　　　　　　　　（A）基準値をわづかに下回る発育群
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共に、一時的な低値もみられたが大体基準鼠に近い値を

示している。Omは総摂取量の減少に平行して体重1kg

当りも2、3、4か月と減少し4か月には熱量は80cal

代、蛋白質29代を示した。M　dも3、4rか月の蛋白摂

取は39以下となった。これら蛋白質ク）著しい低値の

一1、2か月後に、著しい体重増加木良がみられる。

　（B）体璽発育が基準値をわづかに上まわるものは男児

3名、女児1名、その発育力一ブは何れも5か月前後ま

では基準カーブとほは一致し、8か月前後からわずかな

がら基準値をひきはなしはじめており、1日平均体重増

加は月令的な一定の変化を示さない。出生体璽は2，900

ん3，7209で前群より多少大きく、出生後の栄養法は母

乳1例（30日）、混合2例、人工1例であった。

　総熱量、総蛋白質摂取量共に前群よりは多いが生後1

か月と駄10か月以外は大体において所要蚤をわずかな

がら下まわっている。

　Mmは2、3、4か月の摂取量が殊にひくく、体重も

このあたりでわずかながら渋滞している。体重1kg当り

の摂取量は熱量及び蛋白質とも、ほぼ基準値に近く・前

群とあまり変らない。ただMmの2、3、4か月は、総

摂取量の著しい低値に対応して、体重1㎏当りもひく

く、殊に3、4か月の蛋白質は39／㎏を割る摂取であづ

た6この1か月後に著しい体重増加不振の月がみられ
る。

　◎　体重兜育が基準増加を明らかに上まわるのは男児

』2例、女児6例にみられた。出生時体重は2，920～3，550

9であるが1、2か月頃より基準をはなしはじめ、9江0

か月頃までには男児は10k窪をこえ、女児は9～10㎏と

な り、基準との間に1～2㎏の差をみせている。出生直

後の栄養法は母乳7例（7～30日）、混合1例ぞあったd
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　　　　　　　　　　　　（B）基準値をわづかに上回る発育群
（B）　The　grouR　showing　the　level　of　weight　growth　a旦itUe　higher　tha職the　Japanese　standard
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1日平均体重増加には月令の着い時に多く、次第に低下

する傾向は伺えたが、尚かなりの不規則性が観察された。

総羅・総蛋白摂取量は大体におし，’て前群とあまり変

らない水準を示し、殊に男児I　t、 女児Dh、T　tなど
は生後2、』8、4か月の聞20g　lこ達しなかった。これら

の低値と体重発育との聞に特別の関係は認められなかっ

た。．

　体重1㎏当り摂取量は前2群にくらべるとかなり低
　　　　　　　　　　く、基準量に達す苓の峠生後1か月のみマ（D　hの蛋白

質及び熱量、T　tの蛋白質は1か月でさえも基準に達し

ておらず、又、D　hの蛋白質は5か月と9か月に、09

の牽自質1ま9か耳礁「時印に基準量に達している）他は

大体において華準量を下まわり、殊に熱量ではY98か

月、 Ψn 6、7か月》．↑y　gか月で80ca1代となり、蛋

自蟻で1よ1璽．ヤ、P　hぎ．T　t 及びT　yの何れも3、4か月

は2，0代となっている。体麗発育はこれら低値のあとわ

ずかに緩慢化しているよ うにみえるがあまり明瞭ではな

い。多少の不規則性はあっても熱量摂取に関しては月令

と共に減少する傾向がみられるが、蛋白質摂取はむしろ

2、3か月にひくく、その後は3．59／㎏前後を保って』・

る。

　⑨　体重発育が基準を著しく上まわるものは男児2

例、女児1例、計3名で、出生体重は3，1309～4，3009

で、他群にくらべて大きく、出生直律⑫栄養法は母乳1、

例（7日）、混合2例で母乳期聞が比較的短かい。他群に

くらべて、下痢、嘔吐、発熱などの罹患頻度が著しくひ

くく、Y　sは2か月の時に経験したのみである。

　総摂取熱量は前群にくらべてかなり高く、殊にYm、

及びY　sの 1、2、3、4、5か月には750㌣850“♂嬬

も達しており、、厭要量をかなり上まわる。 、まきY章、．、

Tdの9、10か月には950～1，000ca1でこれも漸票箪を

上まわるが、このような例は基準値をわずかに上まわ袴

群（I　u、I　z）にもみられたものである。総摂取蛋白

質温は大体、所要量を前後して月令と共に上昇し、前群
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（C－1）

1蛋　

　　　　　　　　　（C一工）基準値を上回る発育群
The　group　s蝕owingl　the 1evel　of　weight　growth　h貢gher　than　the　Japanese　standard
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よりわずか高いに程度である。

体重1㎏当り摂取熱量及び蛋白質孟は全体的に前群よ

り更に低く、・Ymは4か月頃から、Ysは6か月頃から

熱量摂取が80ca夏前後となり、　蛋白質もYm、　YSをま

3、4か月2、09代、その他でも大体3，0～3．59の範囲

内に入る場合が多い。

　以上を通覧すると体重発育の多いグループほど、総熱

量、総蛋白質摂取量は多い傾向にあるが、体重1kg当り

摂取量はひくくなる傾きがある。これは、同一乳児の場

合、月令がすすむにつれて総栄養摂取量は増加するが㌔

体重1㎏当り摂取猛は次第に減少するのと類似の傾向で

ある。しかし後者の場合は月令増加に伴う基礎代認量の

低下、 発育量の減少などがその要因として考えられるが

これらの要因は前者の説明にはならない。他に考え得ら

れる事 として、（1）体重発育のよい乳児は栄養素の利用率

が商いのではないか、（2）平均以上に増加する体重には脂

肪蓄稜による分が多くエネルギーや窒素を消耗する実質

が比較的少いのではないかなどがあげられる。これらに

っいては今後、更に検討を重ねたい。

4．結 論

　束京の中堅層家庭の心身共に健康な父母をもつ健康乳

児19名（男10、女9）につき生後1か月前後から11か月

までの約10か月聞・その体重を週1回・身長を隔週に1

回、熱量、蛋白質、及び脂質砂実際の摂取童を遂日鋒出

し、次のような結果を得た。

　1，乳児の身畏及び体窟発育は日本の標準発育値（厚

生省1961年度）をわづかに下まわる4例を除いて全部上

まわり、殊に乳児期の中頃から終りに標準との開きを増

した。

　2．乳児には稀に軽度の発熱、下痢、嘔吐などがみら

れたが、重症な疾病は全くなく、全員一応健康に経過し

た。

　3．乳児の総熱量摂取鼠の平均値は多少の不規則はあ

一97一



日本総合愛育研究所紀要 第4集

　　　　　　　　　　　　　（C一π）基準値を上回る発育群
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るが1か月の661、632ca1から10か月の924、893ca1に

次第に増加した。個体差が大きく最大と最小との間には

工00～200ca1の開きがみられ、また個別にみると月令に

よる熱量摂取増加に大きな不規則性が観察された。

　4．体重1kg当り熱猛摂取の平均値は1か月には男女

とも130ca夏をこえたが・2か月・110余ca1・3か月に

嫁約100ca1・それ以後は95ca1を前後した。個体差は小

さい場合は最大と最小の差は20ca1、大きい場合は50cal

程度であった。

　5，総蛋白質摂取量の平均伍は1～4か月まで209前

後、5か月に急増して約279となり、その後10か月の男

児369、女児349まで徐増した。最大と最小値との差は

5～109で、かなりの個体差があり、月令による増加の

仕方も不規則である。

　6．蛋白質の体重1㎏当り摂取量は生後1か月の4，1

9から4か月の3，19に減少したがその後は3．5～3．79

に増加した。

　7．体重増加と熱量及び蛋白質摂取猛との関係は摂取

総昆でみると体重増加の多いものほど摂取盈が大きく、

又体重1kg当り摂取量でみる時は、体重増加と摂取量と

の間には大体逆の関係がみられた。
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~ ~~~i~i~l~~f S~~f~e~~ ~i~4~I~ 

Ten Months Observatioh on Calorie and Protein Intak~ of Inf ants 

Shizuko Muto, Motoko Mori, and Miki Osawa 

Nineteen healthy bottle:fed infant~ (male 10, feinale 9) from the u~per-middle ela$~, who were 

bern and cared for at the Aiiku Hospital up to one year old were the subjects of the study. Their 

milk and food intake wa$ bh~~k~d 'and calculated every-day, their body we~ht was measured once 

a week, and their budy lengtlp;_e.v~ry tw_o. w_eeks for ten month$ frdm o:ie td eleven :nonths of ~ge. 

The average total energy intake in calorie increased from 661 for male and 632 for female 

infants at I month (31 to eO'da~s after birth) to 924 and 893 respectively at 10 months, though 

there was ebserved a great deal of, ir~egularity in iricrease and 'a, wide range of individual 

differenccs. The per-kilogram .iri fake cf energy in calorie declined froxn 120-140 at I menth to about 

100 at 3 months and $tayed on around 95 calories ther~after till 10 months. ' . 

The average total protein int~:ke was about 20g a da~･until 4 Inonths, th~h increased to 27g at 

5 months with a continued gradqaj rise until 34-36 at 10 mdnths. Mo~e than half~ of the infants 
showed abcve 4.0g ef protein intake per kilogram of bbdy weight ~t f ~lontir ~~d~tl;:~ ~est with ene 

exception bcing above 3.0g. But it declined to 2.5-3.5g by 4 months and rose again to 3.0 to 4.0g 

thereafter. - ~. 
There was a tendency that bigger the weight gain, Iarger the calorie and protein intake in 

total and smaller those per kilogram of body weight. 
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